
町内会業務のアウトソースシステム
のご紹介

みどりの第⼀区会
NPO法⼈みどりーむプロジェクト



「町内会を存続したまま、役員業務を廃⽌する」

〜町内会を改⾰したい町内会会⻑・役員さんの負担を削減いたします 〜



持続可能な町内会運営に向けて⼤事な事

ステップ１

ステップ２

ステップ３

辞めるべき業務を決断する

「任せられる業務」を洗い出す

「注⼒すべき活動」に集中する



価値観の変化︓町内会に関する世代間ギャップ

団塊の世代

団塊ジュニア世帯

Z世代

「町内会はこうあるべき」の意識が強い

「町内会への反発」意識が強い

「無関⼼」



NPO法⼈による町内会業務

2008年 みどりの第⼀区会創設
2013年 NPO法⼈創設︓まちづくり事業開始
2015年 区会運営委託事業開始
2019年 回覧板の電⼦化を開始（現在つくば市の実証実験への参加）
コロナ化︓デジタル化への取り組みにより各種媒体にて取材を受ける

総会・役員会の廃⽌などの改⾰着⼿
2024年 町内会アプリのプロトタイプ開発着⼿
2025年 NHK⾸都圏情報 ネタドリ︕ 「これからの“町内会“を考える」 

にてアプリが取り上げられる



当団体の取り組み︓コンパクトな町内会運営

負担を減らし、「持続可能な町内会」の運営を⽬指しています。

従来の町内会の活動を抜本的に⾒直し
ステップ1︓辞めるべき業務の決断と、各業務の極⼩化
ステップ2︓業務の仕組み化と、属⼈化する業務の仕分け
ステップ3︓仕組み化された業務のアウトソースビジネスの⽴ち上げ（10年）
ステップ4︓仕組み化した業務プロセスのアプリ化
ステップ5︓属⼈化されがちな事案のAIの活⽤



住⺠の要望調整 ⾏政への要望

回覧・広報の配布 衛⽣環境の維持

町内会の連合会⾏事 役員総会

臨時総会の開催 視察勉強会

地域イベント 議員との関係構築



業務の整理︓削減効果・⼿法の考察

議員との関係構築

役員総会

臨時総会の開催

町内会の連合会⾏事

視察勉強会

地域イベント

回覧・広報の配布

住⺠の要望調整

⾏政への要望

衛⽣環境の維持

町内会としての業務

町内会“外”業務

在り⽅を⾒直す

辞める事を検討

課題協議・解決

会計・活動報告

衛⽣・防災・⾼齢者
環境整備

コミュニティ形成活動

リーダーシップが必要
（精神的負担が⼤きい）



当団体の取り組み

負担を減らし、「持続可能な町内会」の運営を⽬指しています。

従来の町内会の活動を抜本的に⾒直し
ステップ1︓業務の極⼩化
ステップ2︓業務の仕組み化と、属⼈化する業務の仕分け
ステップ3︓仕組み化された業務のアウトソースビジネスの⽴ち上げ（10年）
ステップ4︓仕組み化した業務プロセスのアプリ化
ステップ5︓属⼈化されがちな事案のAIの活⽤



取り組み

議員との関係構築

役員総会

臨時総会の開催

町内会の連合会⾏事

視察勉強会

地域イベント

回覧・広報の配布

住⺠の要望調整

⾏政への要望

衛⽣環境の維持

在り⽅を⾒直す

やめた事

任せた事

リモート会議で
臨時総会開催

年⼀回報告書を
メールで配信

ルール化・仕組み化

有志による活動へ変更

システム側に合わせる
（既存のルール・常識を捨てる）

防犯パトロールなど



当団体の取り組み

負担を減らし、「持続可能な町内会」の運営を⽬指しています。

従来の町内会の活動を抜本的に⾒直し
ステップ1︓業務の極⼩化
ステップ2︓業務の仕組み化と、属⼈化する業務の仕分け
ステップ3︓仕組み化された業務のアウトソースビジネスの⽴ち上げ（10年）
ステップ4︓仕組み化した業務プロセスのアプリ化
ステップ5︓属⼈化されがちな事案のAIの活⽤



システム側に委ねる︓煩雑な操作の解消を⽬指す

会員管理 意⾒集約 回覧・広報
配布業務

会計・活動
報告

衛⽣環境
整備

課題協議/⾏政要望



15年間の町内会運営から⾒えてきた課題の元

本来であれば「誰がやっても同じ」業務であり、そのため輪番制としている
町内会が多いですが実情は“⼤きな負担”になっています。「時代変化・技
術の進歩」により、昔は当たり前の事が、煩わしくなってきています。紙から
デジタルへの世の中において、町内会の意識の変化についていけなくなる町
内会が多いと感じています。

「誰がやっても同じ」業務であればIT化で⾃動化できます︕

【課題】
デジタル化︓⾼齢者が使いこなせない（デジタル・デバイド）
紙ベース︓若い世代にとっては煩わしい（スマホが情報の⼊り⼝）



本提案の全体像

回覧板配布業務

会員管理

衛⽣環境整備

意⾒集約

アプリ機能

加⼊の把握

会員利⽤管理

スケジュール管理

マナー・ルール尊種

ファイル授受

概要作成

ファイルアプロード

データ⼊⼒

提起受付

集会場調整

意⾒収集

会員への報告

町内会会⻑
もしくは
IT推進会員

町内会会員

会員間のコミュニケーション

町内会活動業務のアウトソース

代⾏

会計報告

会計データ⼊⼒

会計報告書作成

スマホが情報の⼊り⼝

デジタル・デバイドの解消
（煩雑性の解消）



「持続可能な町内会」に向けて
デジタル・デバイドの解消（「使いこなす」から、「“委託”」へ）
SNS操作（意思疎通操作）レベルで事務局に操作を委託

事務局（委託事業者）
へ連絡ボタン

問い合わせ・対応依頼 チケット発⾏ 対応



「持続可能な町内会」に向けて
若い世代︓個⼈情報不安へ解消の取り組み
デジタル認証ではなく、地図から「実在」の確認

ユーザー登録 緯度・経度取得
（住所保存なし）

事務局（委託事業者）承認画⾯
承認は地図上で実在しているか確認



「持続可能な町内会」に向けて
若い世代︓個⼈情報不安へ解消の取り組み）
デジタル認証ではなく、地図から「実在」の確認



「持続可能な町内会」に向けて
若い世代︓個⼈情報不安へ解消の取り組み
会員登録画⾯

XXXXX

XXXXXXXXXXXXX

XXXXXXXXXX

XXXXXXXXXX
XXXXXXXXXX
XXXXXXXXXX
XXXXXXXXXX
XXXXXXXXXX
XXXXXXXXXX
XXXXXXXXXX

XXXXX



持続可能な町内会」に向けて
清掃当番表はエクセルで⼿作り（清掃ノートの配布）



⼿間の掛かるゴミ集積所利⽤管理の作業



スケジュールの閲覧・登録画⾯



ゴミ集積所利⽤状況の可視化



業務の⼀部を
アウトソース

当団体が提案する“持続可能な町内会運営のあり⽅”

ICT化の促進と、新しい役割の創設

会員

情報伝達

対⾯ メール紙

班
世帯 世帯 世帯

世帯 世帯 世帯

班
世帯 世帯 世帯

世帯 世帯 世帯

班
世帯 世帯 世帯

世帯 世帯 世帯

役職

会⻑

副会⻑

会計

監査

書記

選
出

会員

情報伝達

専⽤アプリ

班
世帯 世帯 世帯

世帯 世帯 世帯

班
世帯 世帯 世帯

世帯 世帯 世帯

班
世帯 世帯 世帯

世帯 世帯 世帯

役職

会⻑

副会⻑

会計

監査

書記

選
出

ICT推進

現在 今後

デジタル・デバイドの解消



アプリ化とアウトソース化による⽬指す町内会のブループリント

町内会から“緩いつながりのコミュニティ集団へ”

会員

情報伝達

対⾯ メール紙

班
世帯 世帯 世帯

世帯 世帯 世帯

班
世帯 世帯 世帯

世帯 世帯 世帯

班
世帯 世帯 世帯

世帯 世帯 世帯

役職

会⻑

副会⻑

会計

監査

書記

選
出

APTERA for Community

現在 次世代のコミュニティ

住⺠
世帯 世帯 世帯

世帯 世帯 世帯

世帯 世帯 世帯

世帯 世帯 世帯

事務局

⾏政 情報伝達・連携

町内会活動

ルール遵守が必要な活動

町内会独⾃の活動
（イベント）

業務処理

⾃動化とAI

アプリケーション
履
歴
分
析



導⼊パターン︓

①町内会完結パターン（緑）
• 住⺠側にIT化を推進する⼈材が必要
• 町内会会⻑の⻑期政権ではなく
IT化推進⼈材の⻑期化が必要
• 理由︓情報媒体の代替えでなく、業務
の操作が必要

②事務局設置パターン（⻩）
• 町内会にてIT⼈材確保が難しいケース
に対応

APTERA for Community

次世代のコミュニティ

住⺠
世帯 世帯 世帯

世帯 世帯 世帯

世帯 世帯 世帯

世帯 世帯 世帯

⾏政 情報伝達・連携

町内会活動

ルール遵守が必要な活動

町内会独⾃の活動
（イベント）

業務処理

⾃動化とAI

アプリケーション
履
歴
分
析

事務局


